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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、東洋と西洋の文化差を、Hallの、西洋人の低コンテクスト・東洋人の高
コンテクストという分類で説明する理論を構築することである。コンテクストとは、コミュニケーションにおいて共有
される暗黙の知識である。認知的側面において、理論的に、従来の西洋人の個人主義東洋人の集団主義という分類に基
づく理論よりも、この理論が説得力があることが示された。また、弁証法的思考を材料とした研究などで検証された。
この他、資源配分ルール、道徳的判断、他者の心的状態の推論において、コンテクストの重要性が示された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this project is to construct a theory based on the distinction betw
een Westerners' low-context culture and Easterners' high-context culture (E. Hall) to explain cultural dif
ferences between Westerners and Easterners. The term conext means implicit assumtion shared by people in c
ommunication. It was argued that this theory is superior to the theory based on the distinction between We
sterners' individualism and Easterners' collectivism o explain cultural differences in cognition. This the
ory was tested in the field of dialectical thinking and so on. It was also demonstrated that the concept o
f context is important to understand people's rule-based inference, morl judgment, and mind reading.  
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 従来、心理学における西洋と東洋の比較
研究は、主として個人主義文化の西洋、集団
主義文化の東洋という区分を基準として行
なわれてきた(Triandis, 1995)。そして、自己
観 (Markus & Kitayama, 1991) や 認 知
(Nisbett, 2003)の領域で観察される文化差を、
個人主義・集団主義という枠組みで説明する
というスタイルで研究が行われてきた。
Markus & Kitayama (1991)は、西洋文化に
おける独立的自己観と東洋文化における相
互協調的自己観という対比を行い、また、
Nisbett (2003)は、西洋人の認知は分析的で
あり、東洋人の認知は全体的であるという視
点を導入し、分析的認知は個人主義文化で適
応的であり、全体的認知は集団主義文化で適
応的であると主張した。しかし、この説明に
は、個人主義においては分析的認知が、集団
主義においては全体的認知が適応的である
とする説明の問題が残る。 
(2) 本研究では、西洋の個人主義・東洋の集
団主義という区分に代えて、西洋の低コンテ
クスト・東洋の高コンテクストという区分
(Hall, 1976)を提唱する。コンテクストとは、
コミュニケーションにおいて暗黙のうちに
共有されている情報である。東洋人は、この
情報に依存する割合が高いとされている。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究の目的は、Hall(1976)が提唱する
低コンテクスト文化の西洋と高コンテクス
ト文化の東洋という区分によって、これまで
の研究で蓄積された西洋人と東洋人の文化
差を体系的かつ包括的に説明することがで
きる理論を提唱することである。この研究は
実証的というよりは思弁的・理論的な研究で
ある。 
(2) 上記の理論を、本研究では、推論、心の
理論、深層表現において検証する。一般に低
コンテクスト文化では、推論においてより普
遍的なルールが用いられやすく、心の理論領
域において、他者の心の中を推論することが
促進され、深層表現領域では詩的表現が多く
なると予想される。 
 
３．研究の方法 
(1) 理論的研究においては、東洋人と西洋人
の認知における文化差についての従来のデ
ータを検討し、その差異を西洋の低コンテク
スト文化・東洋の高コンテクスト文化という
区別での説明を試みた。すなわち、普遍的な
ルールは、変化が流動的な状況で適応的であ
り、流動的な状況は低コンテクストを招くと
いう仮説を提唱した。 
(2) (1)で記した仮説は、推論領域、心の理論
領域、深層表現領域において検証された。推
論領域と心の理論領域では、実験心理学的な
手法が用いられ、深層表現領域では、ナラテ
ィブの分析や神話の分析が行われた。 
 

４．研究成果 
(1) 山祐嗣が Zakaria, N.と共同で行ったの
は、過去の、認知、特に推論についての西洋
人と東洋人の比較文化研究における文化差
の説明を、従来の「西洋の個人主義文化・東
洋の集団主義文化」という枠組み以外に、「西
洋の低コンテクスト文化・東洋の高コンテク
スト文化」という枠組みが可能であることを
指摘した。特に、西洋人はより普遍的なルー
ルを好むことに着目し、これは異文化との折
衝が大きい環境で適応的であることを指摘
し、低コンテクスト文化は、多文化的環境で
生じやすいことを示した。これは理論的研究
である。 
 
(2) 山祐嗣が Zhan, B.他と共同で行った研究
は、弁証法的思考についての日中英の比較文
化研究である。Peng & Nisbett (1999)は、東
洋人は弁証法的であるという仮説の検証の
ために、矛盾する 10 対の意見にどの程度同
意するか、また弁証法的思考を賢明と判断す
るか否かが質問された。その結果、実際の弁
証法的思考については東洋人が必ずしも行
う傾向が強いわけではないが、弁証法を賢明
とする判断は、日本人が高かった。また、中
国人は高校生から大学生になるときにその
変化が大きく、これは中国の高校生に行われ
るマルクス主義教育の影響と推定された。ま
た、日本人と中国人の差異について、従来の
西洋の個人主義・東洋の集団主義というより
も、日本の文化は中国のものよりもより高コ
ンテクスト(たとえば、日本語は主語をコンテ
クストで推論させるという点で高コンテク
ストである)であるという説明が用いられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1. 弁証法賢明性判断の 3カ国比較 
 
(3) 平石界は社会的なルールにかんする義務
論的推論について検討した。集団内での資源
分配ルール（Hiraishi & Hasegawa, 2001）
と、一対一の社会的交換ルール（Cosmides, 
1992）ついて、両者の境界が曖昧である場面
では資源分配ルールとしての解釈がなされ、
ルールを守るためには外集団排除が必要と
する推論がなされることを日本および米国
の一般サンプル・データから確認した。文化
差は、進化的に重要と考えられる課題におい
ては小さい可能性を示唆するものであった。 
 



(4) 山愛美は、『古事記』の冒頭部分の読み解
きを通して、日本人の自我意識や主体性が確
立する際の特徴について考察を行った。西洋
の神話には初めから人格を持つ神々が登場
するのに対し、『古事記』においては、具体
神（イザナギ・イザナミ）が出現する前に、
形をもたない神々が次々に顕われては身を
隠すという長いプロセスがある。図 2に示さ
れるように、このプロセスの中に、「無」の
状態から、次第に意識が生まれ、主体性が確
立していく様子を読み取り、日本社会の持つ
特徴―集団の中の均一性など―と結びつけ
て論じた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2. 古事記：高天原における無からの始ま
り 
 
(5) 林創が行った研究は、作為と不作為の比
較である。高コンテクスト文化では、お互い
に情報が共有され、比較的少ない手がかりか
ら他者の心を読むことが容易である。それゆ
え、能動的な行動の抑制にも繋がる部分があ
ると考えられる。一般に、作為と比較すると、
不作為による悪事は責任が軽いと判断され
やすいが、能動性があまり必要ではない高コ
ンテクスト文化の東洋ではさらに軽くなる
可能性がある。そこで、日本の大人と子ども
を対象に、意図や生じた結果が同等になるよ
うにコントールした作為と不作為の状況を
比較してもらった。その結果、不作為の方を
道徳的により寛容に判断する傾向が追認さ
れ、しかもその傾向には大人と子どもで差が
なかった。このことは、高コンテクスト文化
では、子どもの頃から不作為に対する寛容性
が強く生じやすいことを示唆すると考えら
れる。 
 
(6) 誤信念課題は、他者の主体的な欲求から
その心的状態を推測するという前提に基づ
いて構成されている。そのため、社会的な文
脈が課題成績に影響を与えることは想定さ
れていない。そこで、郷式徹は、文脈を単純
化した低コンテクストな課題と課題に回答
する際には無視し得る文脈を加えた高コン
テクストな課題を比較することで、文脈によ

る違いが見られるかを検討した。その結果、
成人の誤信念の推測に対して文脈、特に常識
的な知識が強く影響することが示された。 
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